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2009年 とい う年

岸上 伸啓

2009年 は、日加修好80周 年 の年 であるとともに、日本 カナダ学会設立30周

年の年 でもある。 さらに 日本カナダ学会関西地区のニュース レターの発刊が80

号を迎 える とい う。 お祝い続 きの めでたい年である。

そしてこの年に、私が勤務す る国立民族学博物館(国 立民博)に おい てカナ

ダ先住 民の文化 につ いての特別展｢自 然 のこえ 命 の うた一カナ ダ先住民の生

みだす美｣の 開催 と、それ に関連す る一大イベン トとして 日本カナダ学会第34

回年 次研 究大会 をカナ ダ研 究の仲 間たちとともに実施できたことは、私にとっ

てこの うえなくうれ しいことであった。

私的なことであるが、私がカナダの極北地域に住むイヌイ ッ トの村 を訪ね、

調査を始めたのが、1984年 、す なわちちょ うど25年 前 であった。それか ら無

我夢 中で調査研究に没頭 してきたが、振 り返ってみ るとあっとい うまに四半世

紀が立っていた とい うのが実感である。知的にも体力的にもピークを過 ぎた私

は、研究者人生の転換期にさしかかっていると思 う。

本年を研究者 としての道程の折 り返 し点と考え、新たな研究の始ま りの年 と

したい。心を新たに し、研究者仲間と切磋琢磨 しながら1歩 で も前 に進 み続 け

たい。

(国立民族学博物館)


